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平
成
二
十
四
年
九
月
九
日
（
日
）
、
六
十

一
回
目
を
迎
え
る
大
会
が
、
岐
阜
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
に
、
六
百
名
を
超
え
る
参
加

者
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
　
「
藤
代
ゆ
き
歌
謡
シ
ョ
ー
」

が
あ
り
、
風
邪
を
押
し
て
の
出
演
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
全

く
感
じ
さ
せ
な
い
、
澄
ん
だ
歌
声
で
し
た
。

大
会
は
、
連
合
会
事
務
局
の
矢
野
さ
ん

の
司
会
の
も
と
、
西
部
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
、
国
家
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
が

あ
り
、
松
井
市
連
会
長
、
安
田
尋
美
婦
人

の
会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
お
忙
し
い
中
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
細
注
岐
阜
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
祝
電

を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
表
彰
に
移
り
、
市
連
会
長
表
彰

と
し
て
、
援
護
功
労
者
七
名
　
（
代
表
・
山

本
逸
男
・
第
五
支
部
）
　
と
、
自
立
更
生
者

五
名
　
（
代
表
・
松
本
幸
子
・
第
一
支
部
）

に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

）

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
三
十
七
組
　
（
代

表
・
藤
田
秀
雄
・
第
四
支
部
）
　
の
方
々
が

金
婚
の
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
、
祝
い
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
岡
本
豊
二
さ
ん
　
（
第
二
支
部
）

武
藤
邦
子
さ
ん
　
（
第
二
支
部
）
　
の
両
名
を

議
長
団
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

決
議
案
の
第
一
号
議
案
を
川
上
昭
雄
さ

ん
　
（
聴
覚
障
害
）
、
第
二
号
議
案
を
武
藤

明
さ
ん
　
（
青
壮
年
部
）
、
第
三
号
議
案
を

五
十
川
勝
也
さ
ん
　
（
第
五
支
部
）
　
が
、
朗

読
と
提
案
説
明
を
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て

会
場
か
ら
、
「
事
業
者
に
つ
い
て
し
っ
か

り
行
政
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
　
と
い

う
要
望
が
出
さ
れ
、
市
の
行
政
の
方
も
応

諾
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
決
議
案

は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
服
部
岐
阜
市
福
祉
部
長
の
発

声
で
、
連
合
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
の

ご
多
幸
を
祈
念
し
て
万
歳
を
三
唱
し
、
蓑

輪
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
言
葉
で
大
会
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
は
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

が
あ
り
、
当
選
者
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
、
手
話
・
要
約
筆
記
「
サ

ー
ク
ル
か
が
り
火
」
　
の
方
々
の
ご
奉
仕
で
、

こ
の
大
会
を
充
実
し
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

淑
寝
筆
勢
飼
犬
臣
表
彰

了
港
あ
そ
と
う
ど
き
め
ま
す

◆
更
生
援
護
功
労
受
賞

十
二
月
六
日
　
（
木
）

大
　
塚
　
和
　
彦
　
氏

（
身
障
協
会
第
七
支
部
　
支
部
長
）

◆
市
長
表
彰

第
三
十
三
回
岐
阜
市
民
福
祉
大
会

十
月
十
七
日
（
水
）
　
市
文
化
セ
ン
タ
ー

・
援
護
功
労
〃
陸
が
い
者

神
　
山
　
菊
　
男
　
（
第
一
支
部
）

森
　
田
　
　
　
清
　
（
第
三
支
部
）

平
　
光
　
慶
　
助
　
（
第
五
支
部
）

・
自
立
更
生

関
　
谷
　
広
　
子
　
（
第
八
支
部
）
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宣　　言

去る6月27日、障害者総合支援法が公布された。こ

れは私たち陸がい者が、以前から陸がい者の声が十分に

反映されていないとして強く廃止を求めてきた「障害者

自立支援法」の一部を改正したものに過ぎない。

今回の支援法が陸がい者の範囲、陸がい支援区分、支

援サービス等において、一定の前進はあるものの、利用

料の原則無料化や自己決定権等が排除された外、重要な

多くの支援・サービスのあり方について、なお検討課題

とし、先送りされたことば　陸がい者にとって納得ので

きないところである。

このため、国において検討すべきとして、先送りされ

た課題はもとより、これまで陸がい者が求め続けてきた

法制度に改め、障害者権利条約に相応しい、陣がいの有

無にかかわらず安心して地域で暮らすことのできる真の

陸がい者福袖を実現するよう強く願うものである。

…　　よって、私たち陸がい者は、先の決議に基づき、この

…　第61回定例合同大会において、真に陸がい者のための

；制度として法整備が促進されるよう、全国の陸がい者と
e

…　手を携え運動を進めていくことを、ここに宣言する。
e

e

平成24年9月9日

第61回
岐阜市身体障害者福祉協会

岐阜市傷痍軍人会
連合会

…　　　　　　　定例合同大会
eeeee録eeOe〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●eeeOeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeOeeeee……eeeee●ee●ee

傭政通　　武勝孝茂武　　囲弘　　　靖祐国安久孝義
伶彦子紀揚己直子雄正政　司束鈎朗之雄男夫幸正

省　幸
恵　二　子

一
、
陸
が
い
者
団
体
の
運
営
に
対
し
行
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

e
e
e
e
e
e
e
e
e
．
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
●
e
e
●
e
e
e
e
e
e
e
e
●
e
e
e
．
〇
°
e
e
e
●
〇
〇
〇
●
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
●
〇
〇
〇
二
●
●
e
e
e
e
e
〇
〇

二

る
こ
と
。

陸
が
い
者
の
就
労
及
び
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
。

二
、
障
害
者
総
合
支
援
法
を
陸
が
い
者
が
求
め
る
制
度
に
改
め
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☆
援
護
功
労
表
彰

【
第
三
支
部
】
　
溝
田

【
第
五
支
部
】
　
山
本
中
川

坂
井
　
明
二

水
野
か
ね
子

被
表
彰
者

◇
身
障
・
傷
痍
連
合
会
会
長
表
彰

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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☆
自
立
更
生
表
彰－II′

′

【
第
一
支
部
】
　
松
本

【
第
六
支
部
】
　
大
野

【
第
八
支
部
】
　
笠
浦

☆
金
婚
表
彰

【
第
一
支
部
】
　
田
中
脇
田
早
川

【
第
三
支
部
】
　
池
田
池
田

【
第
四
支
部
】
　
永
縄

【
第
五
支
部
】
　
井
上溝田

堀佐
藤
藤
村

【
第
六
支
部
】
　
服
部
木
村

【
第
七
支
部
】
　
浅
野
石
原
馬
場
高
橋

【
第
八
支
部
】
　
横
井
大
西

【
第
九
支
部
】
　
武
藤
片
岡

高
井
　
正
之

土
屋
　
雪
油

土
川
　
倖
司

塩
谷
千
代
子

藤
田
　
秀
雄

溝
田
　
英
司

川
尻
　
欽
士

佐
藤
　
辰
信

鷲
兄
か
つ
子

陰
田
　
正
男

森
田
　
初
子

宮
崎
せ
つ
子

後
藤
　
光
子

大
澤
　
　
晋

上
田
　
勝
哉

戸
本
れ
い
子

岩
佐
清
書
子

亀
山
　
康
裕

【
第
七
支
部
】
　
浅
野
　
茂
子
　
河
合
　
千
鶴
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岐阜市身体障害者福祉協会・岐阜市傷痍軍人会　連合会

平成23年度　収、支　報　告　書
（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

i（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　：（単位：円） ���� �（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

科　1日　一　名 �本　　年　　度 ��i差引増減額 ��′：科　　目1．i名 �本　　年　　度 ��差引増減額 
i予　算＿　額i決．算　額－ �����1予　算　額i決　算＿額 

1　会・　　　　費 �430，000 �286；600 �▲143，400 � �1事　務1°局∴費 �4，035，000 �3，582，468 �▲1452，532 

2　助　　成　‾金i �410，000 �408，000－ �ー▲2，000 ��、∴2　事　三業　　費 �11，36°4，000 �8，262，395 �▲3，101，605 
‾3　寄‾ii付　一金　一 �－　300，000 �‾300，0．00 �0 ��＿　1∴会　議　費 �1，155，000 �816，965 �▲、338，035 

4　‾‾雑∴　収　　入 �50，00、0 �i‘39，770 �ー▲10，230 ��2　－広報活動費 �836，000 �580，802 �▲255，198 

5　‾繰　　越　　金＿ �51‾6，0°00 �567，315 �－　51，315 ��3∴大i‾会　∴費 �1，603，000 �1，316，789 �▲286，211 

6　繰、入　　金＼ �＿13，723，000 �110，800；000 �▲2，923，000 ��4－研「修　費 �2，500，000 �2，295，105 �▲204，895 
＿51厚生事業∵費 �1，000，000 �535，447 �▲464，553 

6　福祉改善費 �310，000 �150，315 �▲159．685 

7　福祉対策“費 �1，30‾0，000 �241，300 �▲1，058．700 

8　指　導　費 �975，000 �866，000 �▲109．000 

．9＿＿　各種団体指導費 �5，000 �3，700 �▲1，300 

10　手話奉仕団助成費 �30，000 �30，000 �0 
＼11．体育振興費 �1，620，000 �1，425，972 �＿　▲194，028 
＼12　雑　　　－i費 �30，000 �0 �▲30，000 

3＼‾予　　備　　費 �30，000 �0 �／▲30，000 

収　入　合、計 �15，429，000 �12，401，685 �▲3，0217，315 ��支　出　合　計、 �＿＿15，429，000 �11，844，863 �▲3，584，137 ‾決算収支差額i �556，822 

陣　　害　　　者　　　生　　　活“i　支　　∵援　　　セ　ー　　ン・　夕 
1指定．管“理′料一日∴13，193，000113，193，000i　　　　－0 ����i i �1：支　出一合　計i �13，193，000i－13，129，0171　▲63，983 

ー決算収支差額 �63，983 

特　　　　　　　　　別　　　　　　　　　会　　　　　　　　　計 
1事　業　収　入 �19，290，000 �‾18，611，190〝 �▲678，810 � �1‘事　業∴支言出 �8，272，000 �7，117，471 �▲1，154，529 
12　雑　　収、十人 �二　5，0001 �＿i＿3－，624 �i▲1，376 ��1　事　務“経　費i �4，662，000 �4，339，538 �▲322，462 

－3　線‾　越‘∴　金 �2，700，000 �“2，35‾9，747 �▲340，2531 ��÷　2　事　業　経　費、 �3，610，000 �2，777，933 �▲832，067 

3　施設整備費積立金i �‾0 �‾0 �0 
12　繰　　出∴　金一 �13，723，000 �10，800，0001 �▲2，923，000 

収十人　‾合　計 �‾121，995，000 �．．2＿0，974，561 �▲1，020，43、9 ��支　出　合　計 �21，99‾5，000 �17，917，471 �▲4；077，529 

決算収支差額i �3，057，090‘ 

◇
大
会
・
会
議
等
◇

◆
第
0
0
回
　
連
合
会
定
例
合
同
大
会

9
月
日
日
　
（
日
）
　
岐
阜
市
民
会
館

約
7
0
0
余
名
の
会
員
が
参
加

◆
連
合
会
各
種
会
議

正
副
会
長
会
　
（
5
回
）

理
事
会
　
（
4
回
）
、
評
議
員
会
　
（
2
回
）
、

な
か
よ
し
運
動
会
実
行
委
員
会
二
十
回
）
、

監
事
会
　
（
L
回
）
、
婦
人
・
妻
の
会
役

員
会
（
1
回
）
、
新
年
役
員
会
を
開
催

◆
各
支
部
及
び
分
会
の
総
会

支
部
総
会
　
身
障
6
回
　
（
延
べ
）
、

傷
痍
2
回
、
聴
覚
1
回
、
視
覚
1
回
、

分
会
総
会
　
（
身
障
1
6
回
）
　
を
開
催

◆
婦
人
の
会
－
9
妻
の
会
役
員
会

4
月
1
2
日
　
（
火
）

福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

◇
ス
ポ
ー
ツ
等
振
興
事
業
◇
《

◆
第
1
回
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

6
月
1
8
日
　
（
土
）

宇
島
公
園
広
場
コ
ー
ト

①
鏡
島
B
　
②
芥
見
　
③
鏡
島
A

◆
青
壮
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

6
月
均
日
　
（
日
）
　
マ
ー
サ
ボ
ウ
ル

4
2
名
の
会
員
・
家
族
が
参
加

◆
第
2
回
　
ゲ
十
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
0
月
1
5
日
　
（
土
）

宇
島
公
園
広
場
コ
ー
ト

①
鏡
島
B
　
②
芥
見
　
③
鏡
島
A

◆
第
2
3
回
　
な
か
よ
し
運
動
会

日
月
3
日
　
（
木
・
祝
）

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

約
7
0
0
名
の
会
員
・
家
族
が
参
加

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
　
（
身
障
者
）
卓
球
大
会

日
月
2
7
日
　
（
日
）

岐
阜
市
南
部
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

県
立
盲
学
校
　
3
1
名
が
参
加

◇
そ
の
他
主
催
事
業
◇

◆
研
修
旅
行
　
8
月
2
1
日
　
（
日
）

長
野
県
・
信
州
桃
狩
り
と
諏
訪
大
社

バ
ス
1
6
台
で
6
6
1
名
が
参
加

◆
鵜
飼
い
を
見
る
会

9
月
2
6
日
　
（
月
）
・
2
8
日
　
（
水
）

長
良
川
畔
一
計
3
1
1
名
が
参
加

◆
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
　
私
た
ち
の
芸
術
祭

1
2
月
6
日
　
（
火
）
　
～
日
日
　
（
日
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
G
で
作
品
展
示

9
日
・
岐
阜
市
民
会
館
で
舞
台
発
表

◆
青
壮
年
部
懇
親
会

l
－
2
月
1
8
日
　
（
日
）

シ
ダ
ッ
ク
ス
新
岐
阜
駅
前

◆
囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
力
ロ
ム
大
会

平
成
2
4
年
1
月
2
2
日
　
（
日
）
一

市
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
婦
人
の
会
・
妻
の
会
研
修
旅
行

6
月
2
日
　
（
木
）

富
山
・
福
井
方
面
　
4
1
名
が
参
加

◆
「
ぎ
ふ
身
障
・
傷
痍
だ
よ
り
」
　
の
発
行
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罰
懸
流
澱
…
饗

圏
圏
園
闇
圏
圃
聞

回

八
月
十
九
日
　
（
日
）

メ
ロ
ン
狩
り
　
夢
沢
山
の
　
夢
気
分

第
四
支
部
　
支
部
長
　
嶺
田
　
繁
樹

バ
ス
ガ
イ
ド
が
お
酒
と
梅
酒
さ
ら
に
肴

に
な
る
か
ぶ
と
ご
ぼ
う
な
ど
試
食
用
の
旨

い
も
の
を
配
っ
て
く
れ
た
。
え
び
せ
ん
べ

い
の
里
か
ら
海
鮮
市
場
へ
と
バ
ス
は
進
み
、

そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
を
す
る
人
・
試
食
を
楽

し
む
人
で
賑
や
か
な
光
景
だ
っ
た
。

昼
食
会
場
へ
と
バ
ス
は
進
み
、
着
い
た

レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
以

前
に
も
訪

れ
た
こ
と

の
あ
る
店

だ
っ
た
。

店
内
は
改

装
さ
れ
て

い
て
広
々

と
し
て
雰

囲
気
は
い

い
。
　
「
儲

け
出
し
た

ん
だ
ネ
」
「
こ
れ
だ
け
人
が
来
れ
ば
儲
か
る

ヨ
ネ
」
　
と
金
勘
定
も
し
て
み
た
い
気
持
ち

に
な
る
…
…
。
お
膳
の
食
事
を
眺
め
る
…
…

釜
飯
が
目
に
止
ま
っ
た
。
あ
さ
り
の
釜
飯

で
、
一
杯
目
は
そ
の
ま
ま
食
べ
て
二
杯
目

は
専
用
の
タ
レ
を
入
れ
て
お
茶
漬
け
風
に

し
て
食
べ
る
…
…
ご
当
地
の
あ
さ
り
ご
飯

を
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
。

メ
イ
ン
と
な
る
メ
ロ
ン
畑
へ
移
動
…
…

ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
の
中
へ
一
歩
入
り
込
む
と
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
。
メ
ロ
ン
の
葉
が
手

に
触
れ
て
は
し
か
ゆ
い
…
…
入
口
あ
た
り

は
未
だ
小
さ
な
メ
ロ
ン
が
葉
の
間
か
ら
顔

を
出
し
て
ま
る
で
五
線
譜
の
お
た
ま
じ
ゃ

く
し
の
よ
う
に
い
く
つ
も
の
実
を
つ
け
て

い
た
。
　
「
奥
の
方
に
大
き
い
メ
ロ
ン
が
あ

る
ヨ
」
　
と
の
声
に
奥
へ
奥
へ
と
蟹
の
よ
う

に
横
向
き
で
ず
っ
て
歩
く
。
大
き
い
も
の

を
選
ん
で
切
り
取
る
…
…
ず
っ
し
り
と
重

い
。
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
出
て
、
一
個
入

り
の
紙
箱
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
持
ち
帰
る
。

「
2
6
日
が
食
べ
頃
で
す
ヨ
」
　
「
常
温
で
保

存
し
て
食
べ
る
前
に
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て

く
だ
さ
い
ネ
…
…
二
つ
に
割
っ
て
ブ
ラ
ン

デ
ー
を
注
い
で
食
べ
る
と
最
高
の
味
で
す

ヨ
」
　
と
バ
ス
ガ
イ
ド
の
説
明
に
ブ
ラ
ン
デ

ー
メ
ロ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
く
る
。

楽
し
み
は
、
先
々
に
沢
山
あ
る
と
い
い
ネ

…
…
と
メ
ロ
ン
狩
り
の
効
果
は
広
が
っ
て

きた。徳
川
家
康
生
誕
の
岡
崎
城
か
ら
西
へ
八

丁
、
八
丁
味
噌
の
工
場
が
あ
る
。
四
百
五

圏

十
年
の
歴
史
と
伝
統
の
八
丁
味
噌
は
、
今

も
昔
の
ま
ま
の
製
法
で
作
ら
れ
て
い
る
。

蔵
に
入
る
と
豊
潤
な
味
噌
の
香
り
が
漂
っ

て
味
わ
い
深
い
。
順
路
を
た
ど
っ
て
味
噌

汁
の
試
飲
へ
と
進
む
…
…
そ
こ
に
は
二
種

類
の
味
噌
汁
を
利
き
酒
程
度
、
ほ
ん
の
少

量
紙
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
く
れ
た
。
本
物
味

を
確
か
め
る
よ
う
に
、
舌
鼓
を
し
て
、
旨

い
！
と
う
な
ず
く
。
押
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
歩
く
と
売
店
へ
と
た
ど
り
着
く
…
…
「
お

い
し
い
味
噌
で
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
が
食

べ
た
い
I
L
　
の
一
心
で
八
丁
味
噌
を
買
う
。

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
価
値
あ
る
建
物

を
見
学
し
先
人
達
の
偉
業
に
感
動
し
て
旅

の
終
わ
り
が
ち
か
ず
い
て
き
た
。

の
中
に
入
っ

た
ら
い
つ
動

き
出
し
た
の

か
分
か
ら
な

い
ほ
ど
静
か

に
湖
面
を
動

い
て
い
た
。

連
合
会
貸
切

の
船
な
の
で

ど
の
階
を
回

っ
て
も
知
っ

た
人
ば
か
り

琵
　
　
第
八
支
部
　
支
部
長
　
蓑
稔
彦
垂
郎

八
月
十
九
日
　
（
日
）

会
員
を
乗
せ
た
バ
ス
は
滋
賀
県
大
津
市

へ
。
浜
大
津
港
に
は
、
琵
琶
湖
を
遊
覧
す

る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
大
き
な
船
が
私
た
ち

を
待
っ
て
い
た
。
乗
船
す
る
時
、
車
い
す

と
重
度
下
肢
陸
が
い
者
の
方
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
利
用
し
、
他
の
人
達
は
タ
ラ
ッ

プ
　
（
階
段
）
　
を
利
用
し
て
乗
船
し
た
。
船

の
中
は
、
広
く
て
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。

日
本
一
大
き
な
湖
は
、
波
も
静
か
で
船

で
安
心
だ
っ
た
。
い
す
に
座
っ
て
外
の
景

色
を
眺
め
な
が
ら
談
笑
す
る
人
、
ビ
ー
ル

を
買
っ
て
乾
杯
を
し
な
が
ら
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
楽
し
む
人
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
喜
び

楽
し
ん
で
い
た
。
約
一
時
間
程
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
で
琵
琶
湖
の
遊
覧
を
楽
し
ん
で
、
昼

食
の
場
所
へ
バ
ス
で
移
動
し
た
。

鮎
家
の
里
で
の
食
事
に
は
、
近
牡
牛
を

使
っ
た
す
き
焼
き
と
琵
琶
湖
名
産
の
シ
ジ

ミ
入
り
ご
飯
。
こ
れ
が
中
々
の
評
判
で
皆

さ
ん
美
味
し
い
お
い
し
い
と
言
い
な
が
ら

ご
飯
の
お
替
り
を
し
て
お
ひ
っ
の
中
を
次
々

と
空
に
し
て
い
た
。
食
事
が
終
わ
る
と
皆

さ
ん
沢
山
お
み
や
げ
を
買
い
、
次
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
へ
と
向
か
っ
た
。
竜
王
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
立
ち
寄
り
自
由
散
策
を

楽
し
ん
だ
後
、
バ
ス
は
滋
賀
県
を
後
に
し

て
帰
路
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
へ
無
事

に
帰
っ
て
き
た
。
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県ソフトボール交流会

9月2日（日）

中濃特別支援学校

かがり火……準優勝

岐阜A………3　位

鵜飼いを見る会

9月27日（木）

28日（金）

“なかよし運動会

11月11日（日）

ふれあいドーム

二∴二親 �� 
∴「：∵‾‾二三圭一 　：ノ＿千言 

◆ �∴三∴－i一 ��ヽ十十▲∴　■■ 

； ��∴∵∴ 

2 ㌦ �i � �当 主 
．∴‾ 

正勇綾
美斗子

遥窒萎萎託襲翠三言÷∵ニ∵ここニ茅翠敢糾‾∵T一一！

由宇
▲ボランティアの岐阜聖徳学園卓鵜隕　　▲サウンド卓球の様子

醤画一の

詰
言
高
畠
鴻

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
卓
球
大
会

（
公
財
）
岐
阜
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

主
催
の
標
記
大
会
が
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）

南
部
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
岐
阜
ア
ソ
シ

ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
の
方
は
以
下
の
通
り
で
す
。

の
つ
ど
い

十
月
二
十
一
日
　
（
日
）
　
三
田
洞
自
動
車

学
校
で
「
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、

以
下
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
が
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

上
肢
の
部
一
位
二
位
三
位

下
肢
の
部
一
位
二
位
三
位

体
幹
・
そ
の
他
の
部

一
位
二
位
三
位

視
覚
の
部

井
川
　
忠
彦

篠

田

一

成

高
島
　
　
徹

五
十
川
勝
也

浅

野

一

郎

水
野
　
敏
雄

梅
田
真
理
子

今
井
　
仁
美

長
屋
　
雅
乗

一
位
　
加
藤

二
位
　
南

三
位
　
大
塚

四
位
　
大
野

五

位

一

柳

信
繁
　
（
柳
　
津
）

恵
子
　
（
長
森
東
）

和
彦
　
（
城
　
西
）

省
二
　
（
加
納
束
）

正
和
　
（
七
　
郷
）

写
　
真
ダ
ル
マ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
尻
　
欽
士

渓
流
の
秋
　
　
岩
井
　
時
康

四
国
・
内
子
町
の
匠
富
田
　
　
充

北
海
道
函
館
市
　
大
沼
湖

長
野
県
　
志
賀
高
原
一
沼

（長森南）

（
日
　
野
）

（長森西）

5
月
9
月

平
成
二
十
四
年
度
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
位
　
加
藤

二
位
　
後
藤

三
位
　
川
上

二
十
五
年
度
は
九
月
八
日
　
（
日
）

地
元
の
諏
訪
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

優
勝
・
準
優
勝
を
目
指
し
て
選
手
を
発
掘
し

よ
う
。

第
一
回
　
大
会
六
月
十
六
日
　
（
土
）

宇
島
公
園
広
場

優
　
勝
　
鏡
島
A
　
準
優
勝
　
市
　
橋

第
三
位
　
早
　
田
　
第
四
位
　
鏡
島
B

第
二
回
　
大
会
十
月
一
一
十
日
　
（
土
）

優
　
勝
　
鏡
島
B
　
準
優
勝
　
芥
　
見

第
三
位
　
鏡
島
A

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

額
節
オ
ン
リ
ー

妃
号
の
萎
縮
穀

岐
阜
市
　
長
良
川
千
鳥
橋
下
流
　
1
0
月

高
山
市
　
浦
見
せ
せ
ら
ぎ
街
道
　
日
月

岐
阜
市
　
岩
井
延
算
寺
　
日
月

松
本
　
　
晃
　
（
藍
　
川
）

切
り
絵
山
の
幸
　
　
　
河
合
　
せ
津
　
（
長
森
東
）

藤
　
娘
、
浮
世
絵栗
山
　
克
己
　
（
本
　
荘
）

コ
ラ
ー
ジ
ュ
”
菊
芋
津
　
　
猛
　
（
長
森
南
）

木
目
込
み

井
田
ふ
じ
子
　
（
徹
　
明
）

ハ
ン
デ
ィ
モ
ッ
プ
井
田
ふ
じ
子
　
（
徹
　
明
）

た
く
さ
ん
の
作
品
、
出
品
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
　
五
十
川
　
勝
　
也

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
十

二
月
四
日
　
（
火
）
　
～
九
日
　
（
日
）
　
ま
で
、

標
記
の
芸
術
祭
が
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア

ー
G
の
二
階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
　
（
書
・
絵
画
・
写

真
・
切
り
絵
等
々
何
で
も
可
）
　
を
た
く
さ

ん
出
品
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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「∵二、

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
日
　
（
日
）
　
市

橋
コ
ミ
セ
ン
で
行
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

囲
碁
の
部

団
体
　
優
　
勝

個
人
　
優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

将
棋
の
部

団
体
　
優
　
勝

個
人
　
優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

オ
セ
ロ
の
部

個
人
　
優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

カ
ロ
ム
の
部

第
五
支
部

森
　
正
行
　
（
長
森
北
）

山
原
　
清

高
井
正
之

第
五
支
部

高
谷
孝
志

伊
藤
賢
二

木
谷
　
洋

中
島
直
行

長
屋
雅
乗

大
森
浩
二

（鷺　山）

（鷺　山）

（木之本）

（長森南）

（長　良）

（鷺　山）

（長森東）

（長森北）

囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
力
ロ
ム
の
様
子
と
賞
状
・
メ
ダ
ル
・

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
カ
ッ
プ
・
盾
を
手
に
喜
ぶ
入
賞
者

個
人
　
優
　
勝
　
武
藤
　
明
　
（
京
　
町
）

準
優
勝
　
蓑
輪
彦
重
郎
　
（
黒
野
）

三
　
位
　
浅
野
美
代
子
　
（
本
荘
）

最
近
の
傾
向
と
し
て
囲
碁
・
将
棋
の
参

加
者
が
少
な
く
な
り
、
オ
セ
ロ
・
カ
ロ
ム

の
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
各
地
区
の

役
員
さ
ん
、
青
壮
年
部
層
を
是
非
お
誘
い

く
だ
さ
い
。
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開　魔　窟i �事　　案　／名 �場　　　　　所 

2－4月 �各地域で身障・傷痍の支部・分会総会 �各地域 

4月　日（木） �婦人・妻の会役員会 �福祉活動センター 

6月　目（） �婦人・妻の会研修旅行 �芋島公園広場 

15日（土） �第1回岐阜市連合会ゲートボール大会 

16日（日） �第18回青壮年部ボウリング大会 �マーサボウル 

日（土・日） �岐阜市身体障害者相談員研修旅行 

7月　日（） �岐阜市身体障害者相談員研修会 �岐阜市役所 

8月25日（日） �岐阜市連合会会員研修旅行 �琵琶湖クルーズとショッピング （第1支部～第5支部） 蒲郡メロン狩り （第6支部～第9支部） 

9月15日（日） �第62回岐阜市連合会定例合同大会 �じゆうろくプラザ 

日（） �長良川鵜飼観覧 �長良川畔 

10月19日（土） �第2回岐阜市連合会ゲートボール大会 �芋島公園広場 

27日（日） �平成25年度岐阜A・B地区身体障害者体育大会 �各務原市　那加中学校 

11月10日（日） �第25回なかよし運動会 �岐阜メモリアル　ふれ愛ドーム 

日（日） �チャレンジド卓球大会　開催日未定 �南部コミュニティーセンター 

12月13日（金） �オンリーワンわたしたちの芸術祭　舞台発表 �岐阜市民会館 

10－15日（日） �〝　　　　　　　　　作品展示 �ハートフルスクエアG 

15日（日） �青壮年部懇親会・クリスマスパーティー �カラオケ店（名鉄岐阜駅前） 

1月　日（土） �岐阜市連合会新年役員会 �市橋コミュニティーセンター 

26日（日） �第20回新春囲碁・将棋・オセロ・カロム大会 

2月　日（） �岐阜市身体障害者相談員研修会 �岐阜市役所 

☆その他　理事会・評議員会・正副会長会・監事会等の開催 

☆機関紙『ぎふ身障・傷痍だより』年2回・『市援護のしおり』年1回の発行 

☆卓球の練習 

☆ソフトボールの練習　早田小学校　7月7・14・21・28日、8月4・9月1日　17：30～ 
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岐阜市選手団の成績 

競技名 �i〝　氏　　名 �所　属 �区　　　　分 �種　　　目 �頗位 �種　　　目 �頗位 

∴陸上 �；三輪　貴大 �岐阜塑学校 �【聴覚障害者等男子l部】（区分27） �1500メートル走　　l組 �7 �立ち幅跳び　　　1組 �4 

三輪　揮； �検車襲撃媛 �【親鸞障畜者女子l翻I∴駆分25） �50メートル走　　　l組 �2 �走り蠣跳び　　　l組 �1 

馬渕裕嘉志 �長森南 �【肢体不自由者男子2部】（区分4） �50メートル走　　　1組 �★1 �立ち幅跳び　　　1組 �1 

i後藤ふうか �i墾韻フロン iティア萬較 �蝦捧不自由看女子l翻継親4．1蝉時鞭㈱ �100メートル走　　1組 �3 �ソフトボール投げl組 �2 

内田　隆男 �長森南 �【視覚障害者等男子2部】（区分26） �100メートル走　　l組 �3 �立ち幅跳　　　　l組 �3 

鷲鼻　橋義 �則　武 �；【視覚陸曹番導男子2都】（区分24） �ジヤベリックスロー　l組 �l �砲丸投げ　　　　1組 �2 

提　　秀徳 �芥見南 �【聴覚障害者等男子2部】（区分27） �立ち幅跳び　　　　1組 �1 �ソフトボール投げ1組 �2 

水泳∴ �i小野　雄太； �i鑑　賞 �一般鉢不畠強者男子1部】（区分18） �50メートル背泳ぎ　　1組 �1 �50メートル平泳ぎ1組 �4 
大原　　博 �京　町 �【肢体不自由者男子2部】（区分6） �25メートル自由形　1組 �1 �25メートル背泳ぎl組 �1 

i羽賀　聴従 �；早　閏i �【駿体不昏密着男子豊郷i腿分3） �25メートル平泳ぎ　　1組 �2 �25メートルバタフライl組 �l 

小林　千夏 �長森東 �【肢体不自由者女子2部】（区分18） �50メートル背泳ぎ　1組 �2 �50メートル自由形1組 �3 

轟料 �服郵　便久i � � �リカーブ30mダブルラウンド �＿2 � � 

車謡 ！ �大竹　宏幸 �妓皐聾学校 �【聴覚障害者男子1部】（区分17） �一般卓球　　　　　5組 �3 � � 
安田　信曙 �三　輿 �椴体不自由者男手2翻（区分4） �ー殿卓球　　　　　2組 �l � � 

加藤　義郎 �本　郷 �【肢体不自由者男子2部】（区分5） �一般卓球　　　　　3組 �2 � � 

i増井貴久美 �i梅∴林 �【筏覚障害者】 �STT �2 � � 

競　技　名 �‾氏　　魯 �i所　　属－ � �願　位 

車いすバスケット∴ �深見大輔 那須智彦 � �1回戦沖縄県69×44岐阜県 交流戦東京都36×10岐阜県 ′I高知県17×16岐阜県 �初戦敗退 

∴グランドソフトボール �後藤勇斗 田辺安伸 �岐阜盲学校 岐阜盲学校 日野 �1回戦　山梨県　9　×　3　岐阜県 �初戦敗退 植田賢治 川島幸離 宮＿原信吾 ��交流戦　徳島県　2　×　0　岐阜県 

㍍レーボー羅∴‾－ ：（聴覚陪富者等勢子）∴ �松浦拓也 渡速度貴 � �1回戦東京都2Xl岐阜県 交流戦広島市0×2岐阜県 〝青森県0×2岐阜県 �初戦敗退 

バレーボール �横　山　美　香 � �1回戦　兵庫県　2　X　l　岐阜県 �初戦敗退 

（聴覚障害者等女子）： ���交流戦　広島市　0　×　2　岐阜県 

圏
圃
閉
園
園
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ロ
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第
十
二
回
全
国
障
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者
ス
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ー
ツ
大
会
に

出
場
す
る
選
手
（
身
体
陸
が
い
者
二
十
六
名
・

知
的
陸
が
い
者
三
十
四
名
・
精
神
陸
が
い
者

一
名
）
　
が
、
七
月
三
十
日
（
月
）
　
都
ホ
テ
ル

を
訪
れ
、
市
長
に
挨
拶
を
し
た
。

選
手
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
　
「
金
メ
ダ

ル
を
ー
・
」
　
と
、
胸
を
張
っ
て
語
っ
て
い
ま
し

た。・
十
月
十
三
日
（
土
）
～
十
五
日
（
月
）
の
三
日
間
、

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

・
開
会
式
は
、
全
国
の
選
手
団
を
開
催
地
選

手
団
と
し
て
お
出
迎
え
す
る
な
ど
、
過
去
に

例
の
な
い
　
「
お
も
て
な
し
」
　
で
大
成
功
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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隆男選手

鰐驚露頭寵
垂轟騒二攫懇護藷謹轟
醜態躍起琵蓮

麗蘭蘭惑
大原博選手の泳ぎ

阜市選手団

頴蒲江、手 ∴＿一∴言∴： �����㌻ 喜 

鰭藩懸 「＼ � � �絡 i ∴言 �擬 追 詰 �：／ 「： ∴？∴： �∴ ＼ 
∴ 綴醍 ������鼠 

▲卓球舎嬢柴橋昭選手

▲水泳　金・銀の羽賀昭徒選手

」書経∵雷蕎嘉妄言雫発ち幅跳び金曜秀徳選手

パー　　鴫裏書細Ile孝志

▲結団式に望んだ小林手蔓選手

縛苧‾二 �　一一がi二／や 一、－一言∴ ∴－； 
｝館輸／ 

‡ � � � 

i‘「i∴ ‡ 　† ���鴻鵠輔弼騨鯨醤 �∴：千 　鳥 � � 

割　　＿　くず〉 

饗∴‾　　i＿＿3、‾　諒、∵当瞳無＼ ����� ∴∴子：ノ∴ ：勝地髄鞘／i群詰、＿／鯛際持 ������／《 

▲水泳競技会場　　　　　草

∴∴ �i相生／着後℡一曲一案”音曲 

．《∴　∴　　千一 

i �　　　ノ蓄／ 繚 

当事∴，子子 宮一、．＿＿す，Y／へ �一．∴∴∴ ．∴ 

▲50m平泳ぎで力泳する小野縫大選手 

潔
、－↓

▲金メダルを胸にほほえむ　馬渕強豪志選手
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▲楕舎へ移動する小林手蔓選手

‾／人i覿 � �� � �久－ ��、● 

子守∴ ���� � � 

ヾア 子 ●／J � ��烏 �� �� 

∴　∴十 

寡揺－漢王；看軍　　　　手寡国王冨　i 

．8≡ ������∴子 章へーi・＼ 

i誓 �i締出 ��瀧幽 ��� 

饗1 ��㌔鯨承 �．謹 薙 �∴「∴∴一「「溝一十 ∴÷ 

雷　．虹、．言、 

▲開会式・整列した岐阜県選手団

抄　▲メダルを胸に記念撮影の後藤ふうが選手

▲重度陸が小者スポーツ摺簿

証言∴∴∴∴　種 

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴「． 
‾　∴，

孝（

囲㌢（ �“∴∴∴∴∴ミJ �－∴　　十一十一∴一 

鮭‾＼隠 

シ　　　：一一一一一一 　　　∴：∴ ���r‾語弊鰐 

漢－ノー 料： ∴ノ： 諺㌢（ �‾選㌢ ノ普選 誌輩 �’　▲ ��∴∴嘉団誌∴ 謹謹選＿　藷 　∴∴“●子 　　　∴∴、 

∴∴亨掌零を寧＼ 、一一シー／・、一一一 　∵高 著一ii �Sr ′i＿一一 

▲オープニングプログラム

Ir

▲水泳二種目金メダルの大原博選手

睦∴∴∴∴　密L∴「 

‾‾欝篤 子　（ 定言 �き 

F㌫　田原膿一　1　　∵リ　　ー1　　－－－ 
109－一∵「－∵一一一一　　　　∴1葛葛〇g〇〇〇〇〇一 

∴：∵∴一一　　　　　　　　∵∴ 

▲アーチェリーの服部俊久選手

1－掴一、 　．ヽ∴ 

∴　　一子∴手ヽ∴∴∴羊∴∵ず∴ふ∴∴∴「、ゝ∴　＿∴享∴子 

；「 ∴∴　∴亘： 　一書 　　、／ 

▲固唾をのんで

▲応援する山

でジヨ
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∴∴∵　∴、∴：∴ ���畿攣饗態謹撰麗覇謁窓窪詠登載‾麗擬態整題額寧重野－ 

毒 �� �激職田園粥謎 �●′∴ 十：∴ 

譲 �主∴「コ■賀＝‾SS’∴－．‾：葛S‾‥SSrl一： ���「∴∵∴∴ ∴∴∴●一●一一 漣凝／謡謹駿 �登塑蚤話手「÷総 ���� 

∴∵ ）ii、／〈 ∴∴∴∴∴ ∴∴ 「∴ 十 十 年 一∴．∴－－∴一子∴ ‾「、 ノヽヽし、《 ∴－i－＿ �－　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴∴∴∴ “　　　　　　　一一　　∴終了1、誉慈 

醒璽離二 　一∴一”∴一言 ��∴　　　　　∴「：：∴∴∴∵∴ ��（ヽ●i予∵（／ ／i∴‾ 塞潤 � 

、∴∴：： ：∴∴－ 　う ト－∴mn－－：∴∴ ��一三雲遭讃諒闇溺閣騒 �∴∴ �＋ ∵高 � 

／一／義∴「三〇一詔　書▼騒 ��� 

一一　　∴一∴∴　∴一一 

l∴　　　　　　　一一＿ 　　　　　　　∴∵∴∴ 　　　　　　　∴一∴∴一二∵ 　　　　　　　寄 　　　　　　　主親書8－国華誓 　　　　　　　　言＿ 　　　　　　　　寒と二。こ；． 

婁 　　　　　　　　　i ．二二∴＿＿＿＿＿－。」毒：　；－ 

堂々と入場行進する岐阜県選手団

蕊籍は」露澄畿 �� �∴：∴→： �� �∵，‾ii ～時 � � �簸 �幾 濫造 ��強 弱－日吉：∵？ 一夕）・－1年－；六㌔ふ∴ノーーii， 

留守＼へ等溺麗灘 ∴∴亮 ／連箆 ���騒藩 �∴手心三二曇 ��蟻慈＿葦繁憑 ����∴増∴∴∴∴ ー∴－∴書．∴ヽ∴ 

熊 �／一恵イ 識義謡 �ー ���� �薫舞姿鷲 　∴∴‾i∴・∴ ��　∵キー三∴㌻ 　　∴∴ i護纂iiLi態牽 

－、団i子 ����　子ヽ∴ヽ∴ 　　’疫 ∴∴ � ��　　隻 藤懸績韻醗瀬響 　子ii∴ 

し＼Y㌢－ ������渋漆 �∴∴∵㍉∴ 蕪 ��∴：ヽ“ 饗、 義務 
∴∴∴ ����撮躍擬 「、 ∵∴ �　幸恵 も ��一題擬 ∴、）ヽ　∴∴． 　；∴ 

ご＼承 ∴‘ふ ����‥を ��菖綾 �� ��◆ �轢閲歴騒圏醒 

・1霧 �� �∴∴ ∴∵∴ � � �一∴．坪．1 ㌧∴ �㌻言落 梁 �∴∴十∴ 態 KiJ � 

∴ ���������� ��∴∴∴軍事か∴ 

雷・∴浅草誘． ＼′γ紹（緯 ��� � ��《謙一 　1 �� ��寵 
詳淫 

閉会式後、互いの健闘をたたえつつ
別れを惜しむ選手たち

活躍した清流クローバー号

完、遥議連盛運当睦轡璽 ��������（業霊三三二 �� � 

深㌫漣鳶淫畿 ��議迎鵬鵡お �� 

！ ∴一一 �∴、よ 
／＼ � �差違遥遠遠雷 �����報観照環iL �� 

∴ �� �測SSSSSは6璽＝　′ ������� � �i 遼 
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